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8 月末に発生した記録的大雨により被害に遭われました皆様に衷心よりお見舞い申し上げます。能登 

教区内においては宝達志水町・羽咋市・中能登町の寺院及びご門徒の被害が報告されております。引

き続き、被害状況の確認に努めて参りますので、次のとおりご対応をお願い申し上げます。 

① 寺院の被害が確認されましたら、各組長及び教務所までご連絡ください。第 2 種共済の申請に必 

要となりますので、原状復帰を行う前に必ず被害を受けられた箇所の写真を撮ってください。なお、 

第 2 種共済の申請期限は発災後 1 ヶ月以内となりますので、お早めにご連絡をお願いします。 

② 被災されたご門徒にお見舞い用タオルをお渡しします。また、お内仏へ被害を受けられたご門徒 

  には三つ折り御本尊及び勤行集（2 冊）をお渡しします。必要な場合教務所までご連絡ください。 

 

 

 

7 月 28 日に発生した「令和 8 年熊本地震」について、8 月 9 日現在、熊本県南部を中心に 54 ヶ寺の 

被害が確認されています（うち甚大な被害の報告は 6 ヶ寺）。宗派では、職員の派遣を行い、救援物資

の配送や被災寺院からの要望に応じた復旧支援を行うとともに、今後の継続的な支援に向け、ボランテ

ィアとの連携体制の整備を進めています。 

宗派の対応については、情報が更新され次第、随時ホームページでお知らせしてまいります。 

宗派公式ホームページ（https://www.higashihonganji.or.jp）→ホームページ下部の宗派情報「災
害救援」→令和 8 年熊本地震について(随時更新) 

能登教区の対応として、8 月 7 日に行われた教区災害救援本部において、救援金 300 万円を九州教

区に給付することが決定され、送金いたしました。つきましては、別紙依頼文のとおり救援金へのご協力

をお願い申し上げます。 

 

 

◆秋安居◆…研修部門（先月号に案内同封） 
１ 日  時  9 月 9 日 （水） 13 時から 17 時まで 

9 月 10 日（木）  9 時から 14 時 30 分まで 

２ 会  場 能登教務所 研修室 

３ 講  者 木越  康 氏（大谷大学教授） 

４ 内  容 2026 年度安居次講『具三心義』聴記 

５ 参加費 2,000 円（申し込み不要） 

※教師陞補認定対象研修会（第 2 種）です。受講認定を求める方は 2 日間出席（攻究を含め全日程

参加）が必要です。 

９月 
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◆こころの広場◆…同朋会推進部門（案内同封） 
１ 日  時 9 月 19 日（土） １４時から１６時まで 

２ 会  場 能登教務所 研修室 

３ 講  師 馬川 透 氏（富山教区 第 3 組 眞敎寺） 

４ 参加費 500 円（申し込み不要） 

◆第１回カルト問題研修会◆…時代社会部門（案内同封） 
１ 日  時 9 月 25 日（金） １３時から１６時まで 

２ 会  場 能登教務所 研修室 

３ 講  師 平野 喜之 氏（金沢教区第１１組淨專寺住職）、他 

４ 参加費 無料 ※要申込 

 

◇ボランティア支援センターからのお知らせ◇ 
宗派ボランティア支援センターでは、教区ボランティア委員会、また教区外からのボランティアと連

携し、救援物資のお届けや本堂・庫裡、ご門徒宅の片付け、御本尊並びに法宝物、ご門徒宅のお

内仏の運び出しなどをお手伝いさせていただいております。 

ご要望の内容や建物の状況、希望日時を事前にお聞きし調整した上で伺いますので、まずは

下記までご連絡ください。 

真宗大谷派ボランティア支援センター ０７０−１８６０−６０１０ 
※受付時間：9 時 30 分〜16 時（教務所事務休止を除く） 
https://sites.google.com/view/nvsc-otaniha/ 

◇宗派の「ボランティア活動経費一部助成」の申請について◇ 
助成を希望の場合、下記の点にご注意のうえ、申請くださるようお願いします。 

【申請期間】 

・活動日から 3 カ⽉以内にご申請をお願いします。領収書等も同じく 3 カ⽉以内のものを添付し
てください。3 カ⽉以前のものは受理できませんので、ご了承ください。 

【その他】 
・活動報告書には、活動内容(具体的な作業や主な提供品等)や参加者数、現場の様子の記載を  

お願いします。 

◇追弔法要執行に係る助成金制度について◇…申請期限 2027 年 5 月 31 日まで 
追弔法要執行に係る助成金の申請を希望の場合、「追弔法要助成金交付申請書」を教務所まで提出く 

ださい。 

※申請書が必要な場合は教務所までご連絡ください。 

◇門徒弔慰金の給付について◇…7 月号の寺院分に通知文同封 
去る 5 月 29 日開催の教区災害救援本部において、地震及び豪雨災害により亡くなられた門徒に対

する弔慰金を給付することが決定しました。詳細は7月号に同封の通知文をご確認ください。 

復興支援について 
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◇御正忌報恩講団体参拝助成について◇……7 月号の寺院分に通知文同封 
昨年度に続き報恩講団体参拝に対する助成が行われることとなりました。詳細は 7 月号に同封

の通知文をご確認ください。 

 

 
◇門徒表彰について◇…寺院分のみ案内同封 

11月12日（木）・13日（金）に厳修されます教区報恩講において、功績顕著な門徒を対象として表彰内

規に基づき表彰いたします。詳細は同封の要項をご覧ください。 

１ 表彰対象者 

(1)教務所長表彰 門徒総代(責任役員を含む)又は本山世話方を１５年以上勤続し、特に 

功績顕著な者 

(2)宗務総長表彰 教務所長表彰を受けた者であって、門徒総代(責任役員を含む)又は本山 

 世話方を２０年以上勤続し、特に功績顕著な者 

※いずれも責任役員・総代届又は本山世話方の届出がされている方が対象です。 

２ 申請締切  10月2日（金） 

３ 特記事項  開催後、教区通信にてお名前をご披露させていただく予定です。 

◇住職在任３０年・坊守在任３０年・５０年表彰について◇ 

  教区報恩講において、表彰を行います。該当の方には、個別にご案内いたします。 

◇第４回門徒⼾数調査の寺院毎の合計数値の公開について◇ 

能登教区では 2021 年 7 月の通常教区会・教区門徒会において、寺院毎の合計戸数並びに合計指数

を第 5 回門徒戸数調査実施まで、毎年 9 月に公開することが議決されています（今年が最終となります）。 
2026 年 9 月 1 日から１ヵ月間、第 4 回門徒戸数調査の寺院毎の数値が閲覧可能ですので、閲覧を希

望される方は教務所へご来所ください。 

なお、数値の変更は出来ませんのでご承知ください。 

【公開期間】9 月 1 日（火）～9 月 30 日（水）…但し、土・日・祝日等教務所事務休暇日を除く 

◇本山経常費完納寺院◇（2026.7.1〜7.31 迄） 

2026 年度本山経常費をご完納いただき、ありがとうございました。ここにご披露申し上げ、御礼に代え

させていただきます。 

 

 

◇代務者就任◇ 先月号掲載以降 敬称略 

第 2 組 光福寺   穴水組 真淨寺 弘誓寺  

門前組 善通寺   第 11 組 蓮聖寺   

第 7 組 光榮寺       

門前組 廣照寺 尾伊端 希 2026 年 7 月 31 日  

第 11 組 圓成寺 安土 大善 2026 年 8 月 17 日  

本山・教区事務についてのご連絡 
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◇離任及び着任の挨拶◇ 
離任挨拶 岡崎教務所書記 富田 智香 

このたび、8 月 1 日付で岡崎教務所書記を拝命いたしました。2023 年より初任地として 3 年間、能登

教区の皆さまには大変お世話になりました。 

この 3 年間は、本当にさまざまな出来事がありました。そのような中、皆さまご自身も大変な状況にあっ

たにもかかわらず、むしろ私のことを気にかけ、温かい励ましや労いのお言葉を掛けてくださったことは

忘れません。皆さまのお支えがあったからこそ、今日まで務めることができたものと、深く感謝しておりま

す。 

能登教区でいただいたご縁と学びを大切に、新任地でも精一杯努めてまいります。また皆さまとお会

いできる日を楽しみにしております。 

本来であれば、お一人おひとりにお目にかかり、御礼・ご挨拶申しあげるべきところではございますが、

略儀ながら書中をもちましてご挨拶申しあげます。 

着任挨拶 能登教務所書記補 藤本  惇 

 京都教区長浜第 19 組の覺了寺からまいりました藤本惇と申します。 

 このたび、今年の 4 月から新入職員としてさまざまな研修を経たのち、8 月 1 日付で能登教務所書記

補を拝命いたしました。以前は、愛知県名古屋市の同朋大学に 4 年間在籍しておりました。真宗学を専

攻し、日々学問に励んでおりました。 

 社会人一年目であり、まだまだ未熟な点も多くございますので、今後は能登教区の皆様にお育ていた

だく機会があるかと存じます。 

 まずは、この度いただいたご縁に感謝し、一つひとつの業務に丁寧に向き合い、さまざまな経験を通じ

て成長し、少しでも皆様のお力になれるよう尽力してまいる所存です。 

何卒よろしくお願いいたします。 

◇東本願寺出版のお知らせ◇ 

「非」の自覚に起つ―非核非戦のこころ―  
池田 勇諦 著/新書判・24 頁/定価 110 円（税込） 

地球規模の環境破壊、絶えることのない戦争、人類をも破滅させ得る核 

兵器……。ひたすらに幸福を求めてきた私たち人間が、なぜ地獄を生み出 

し続けているのか。釈尊のさとりに立ち返り、現代の危機を克服する唯一 

の道、「非」の仏道をたずねる。著者 池田勇諦氏渾身のメッセージ。 

※本冊子は、2025年5月17日に広島で開催された「山陽教区被爆八十周 

年 非核非戦のつどい」の記念法話にて、著者がお話しする予定であっ 

た手元原稿を収載しています。 

 
※この教区通信は能登教区ホームページより PDF ファイルでダウンロードできます。 

発行責任者 能登教務所長 竹原 了珠 
発 行 日 2026 年 9 月 1 日 
能登教区教化テーマ  人と生まれて 能登の大地に親鸞と生きん 
慶讃テーマ        南無阿弥陀仏 人と生まれたことの意味をたずねていこう 
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